































































































































































































































































本稿の古代の文献表記は、Hornblower, S. and Spawforth, A.（eds）, The Oxford Classical Dictionary 
3rd ed., Oxford, 1996に基づく。作品の表記は、原則水田徹編『世界美術大全集　第４巻　ギリシ
ア ･ クラシックとヘレニズム』小学館、1995年に倣う。また、《パルメットの墓》の室内から発
見された象牙製彫像の作品番号は Rhomiopoulou, K. and Schmidt-Dounas, B, Das Palmettengrab in 




２ 　Andronicos, M., Vergina: The Royal Tomb, Athens, 1984、及び澤田典子「「フィリポス２世の墓」再考」『古
代文化』Vol.63、No.Ⅲ、2011年、39-59頁を参照。
３ 　周藤芳幸・澤田典子『古代ギリシア遺跡事典』2004年、165-169頁を参照。
４　Plut. Vit. Alex., 7.
５ 　《パルメットの墓》の発掘史や出土遺物の記録などについては、Rhomiopoulou, K. and Schmidt-
Dounas, B., Das Palmettengrab in Lefkadia mit einem beitrag von H. Brecoulaki, 2010を参照。











９　Garland, R., The Greek Way of Death, 1985, 107.




び基礎層についてまとめている。さらにまた、Rhomiopoulou, K., Tombeaux macédoniens: lʼexemple des 
sépultures à décor peint de Miéza, in: Descamps-Lequime, S. （ed）, Peinture et Couleur dans le Monde Grec 
Antique, 2007, 18-20 も、本作を描いた画家が、パレット上に色を作り塗ったのではなく、壁の上に直
接色を重ねて塗ることで多彩な色を作り出している点を指摘している。
11　Ibid., 2007, 20は、冥界にあるアケロウジア湖の景色を描いた可能性を示唆する。
12　Rhomiopoulou, K. and Schmidt-Dounas, B., op. cit., 2010, 96.
13　Ibid., 2010, 96.
14　各グループの断片については、Ibid., 2010, 87- 93を参照。
15　C28については Ibid., 2010, 90、C32については Ibid., 2010, 91を参照。
－（9）－
16　Ibid., 2010, 97.






19 　Plut. Vit. Alex., 40.「この狩猟場面をクラテロスが、獅子、犬、獅子とたたかう王、それを援ける自分
という構成で青銅像に作らせて、デルフォイに奉献したが、一部はリュシッポス、他はレオカレスの
作であった」。前掲書2004年、60頁、40節、３-５行より引用。
20　Paus. 5. 20. 10.
21　芳賀京子「越境するアテナイ人彫刻家」『西洋美術研究 No.14』2008年、17頁。





コパスの彫像については、Stewart, A., Skopas of Paros, 1977も併せて参照。
資料１
調査日程
８月７日（金）出国
８月８日（土）テッサロニキ考古学博物館にて作品調査
８月９日（日）ヴェルギナ考古学博物館にて作品調査
８月10日（月）ディオンにて遺跡踏査、およびディオン考古学博物館にて作品調査
８月11日（火）ペラにて遺跡踏査、およびペラ考古学博物館にて作品調査
８月12日（水） レフカディアにてマケドニア墓《死者の裁判の墓》《パルメットの墓》内部調査、 
およびヴェリア考古学博物館にて作品調査
８月13日（木）アンフィポリス考古学博物館にて作品調査
－（10）－
－（11）－
－（12）－
－（13）－
－（14）－
